






目的 

air leaksの初期症状としての間質性肺気腫(PIE)は,Hart 等の PIE の重症度分類に従って

行った。この 2年間の私達の発症頻度の検討で,従来考えられていた以上に高率に発症して

いることが明らかにされた。 

今回,PIE の早期発見・予防の観点から,PIE の発症因子について,更に,児の予後に及ぼす

PIE の影響という面から,低出生体重児(LBW)の診療に伴う合併症と PIE の関連性について

retros-pective に臨床的検討を行った。 


